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「京都市伏見における

地下水の賦存と利用」

太 田 弘 樹

1研 究 目的

本研究は、地下水の賦存 に関わる地形 ・地質の関係を明らかにし、これ

まで取 り上げられてこなかった、当該地域の地下水のあ り方が、 どのよう

な属性 をもっているのかを調べ、これまでは伝説的であった伏見の地下水

の賦存 を科学的に追及 しようとする ものである。

まず、基本的な考え方の整理を行 う。

従来から地下水の流動方向は、地下水面等高線に直交 し、高所より低所

に流動するものとして、平面的に捉 えられて きたが、すでにTolman(1937)

の実験やHubbert(1940)の モデル、Toth(1963)、Freeze(1967)ら の流

動系の理論が、地下水の動 きを三次元 として捉えているにもかかわらず、

とりわけ当該地域では、流動系理論が受け入れられることな く、前述のよ

うな古い考え方が疑うことな く採用 されている。このことは、今 日の流動

系の考 え方からすれば、正 しい認識ではないと言える。

H伏 見 周辺 の 地質

伏見周辺は、丹波帯中 ・古生層、大阪層群、段丘堆積物、扇状地性堆積

物お よび沖積層が分布する。

基盤岩の深度 ・形状は、必ず しも明 らかではないが、京都市消防局によ

り実施 された反射法地震探査 などの調査によって、地下構造の実態が順次

究明 されつつある。
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それによると、大阪層群の下層 に位置する基盤岩は、南部で深 く700m

付近に潜在 し、北部にかけて浅 くなる傾向がある。さらに、丹波橋通 り付

近 を頂部 とする構造が見られ、頂部以南で南側に傾斜 し、頂部以北で北側

に傾斜する傾向にある。以上の結果か ら、京都盆地の中でも、特に丹波橋

通 り以南は、基盤岩 までの深度が深 くなる。

皿 調査 方 法

① 既存の柱状図から7枚 の地質断面図を作成 して、地表踏査では分から

ない地質構造について考察を行った。また、地質の判定についても、ボー

リング業者ごとに若干の解釈の差異も感 じられることか ら、柱状図に付

随する電気検層の結果 を重視 した。(図 一1)

② 戸別聞 き取 り調査により観測井となり得る井戸 を探 した。そ して、井

底深(地 表から井戸底 までの距離)が10m未 満の浅井戸18ヶ 所を観測井

とし、9/23・24日 、10/29日 、ll/21日 とll/26日 の4度 の一斉測水

調査を実施 した。

③ 観測井のうちの2ヶ 所にリシャール式自記験潮計(以 下は単に自記水

位計 とする)を 設置 して、地下水面の時間的変動を確認することにより、

°'T .P.(m) 0

60

ω

20

0

如

湘

却

・邸

欄

伽

閑

姻

欄

9

一

国道i#
一1

_ノ
一

.㌧

,

S

一

。が ㎞

電気検層の結果

亀
,

"♂
胴

畠 一 一

==.帽

窪

謎
轍毒

嵩,1(

》

護
謝
D2鮨

一)

曹 騨 ■●

よ・

σ

噛 、 一 ・

::

璽こ ご二こ

〉 噛

一二=∴
.一… .属

衡 一
一 曜 ● 冒,,
一 一一

三二"
.昂

一一

.塵..二.

恥

書 嬬
!q

-』==つ
謁

021

スク リー ン

JR良 線国道
24

近鉄京都線
京阪電享

1

08

0伽05

畿土

●・磯 ・の利

廟 ・D御度 り帖 士

鷺 砂

量 ンル ト
、 妙 交 リノル ト

帖 土

の 質帖t

o蹴

60

40

⑳

0

弓・

覗

舶

唖・

畑

蜘

澗

輔

蜘

図一1地 質断面図の一例

207



「京都市伏見における地下水の賦存と利用」193

ポテンシャル分布の短時間変化の把握を行 った。この ようにして得 られ

た地下水面は、三次元 としての流動系を得 る場合の、流動の始点 として

のポテンシャルを示す ものであることから、 とくに微小な差異について

も注意を払った。

④ 深井戸データは、深井戸台帳に出典されたもの以外 は、竪井業者での

聞 き取 りと戸別聞 き取 り調査 によ り探 した。そ して、井底深が49m～

230mの 深井戸41ヶ 所 を採用 し、0部 は浅井戸 と同 日程 で一斉測水調査

を実施 した。

⑤ 測水調査か ら、地下水の帯水する深度による圧力分布を物理的方法に

より決定すると同時に、水質組成分析 によって地中における流動状況を

推定 した。水質組成は、11項 目の分析から総合的に判断 した。

IV調 査 結果

1.地 下水の賦存状況

測水調査の結果か ら、地表付近に帯水 した地下水のポテンシャルを把握

するべ く、4枚 の地下水面図を作成 した。(図 一2)

従来の説明は、桃山丘陵よりの降水によって、地下水が酒養されている

という漠然 としたものであった。

しかし、2号 観測井 と3号 井付近が、ポテンシャルの高い部分に位置す

ることが判明 した。それは、地表面の頂部 よりも、地下水ポテンシャルの

頂部の位置が100m～300mの 幅を持ちなが ら、北側 にずれていることを示

した。2号 観測井は、降雨後の比較的短時間に水面の上下動 を起こす。

それに対 して、10号 観測井は、揚水の影響 による上下動以外 は、水位 も

安定 している。

つ ぎに、深井戸 を中心に7枚 の断面図を作成 し、地表付近の地下水面 と

深部の地下水の圧力水頭か ら、両者のポテンシャル分布を示 した。(図一3)

地下水面高度が、不圧状態にある地下水のポテンシャルを意味 し、深部
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(「1:10.000地 形 図」(国 上地 理 院.1997)に 加 筆)

図一2地 下水面等高線図(ll/26現 在)
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の地下水の圧力水頭が、深井戸のスクリーン部分における周辺地下水のポ

テンシャルを意味する。

両者の値が等 しければ、両者間に圧力差は生ぜず、水の移動が起こり得

ないことは自明であるか ら、両者の'ポテンシャルを対比することで、地中

に三次元の等ポテンシャル面 を作成することがで きる。

この等ポテンシャル面に直交する線方向に地下水は流動する。

また、流動の方向が下向きの地域であれば、酒養域 と考えられ、上向き

の地域であれば、湧出域を示すと考えられる。

そ して、調査地域では、流動系が上向きとなる部分はなかったので、際

立った湧出域は存在せず、ほぼ全域が酒養域であると位置づけられた。

2.酒 造業の立地状況

聞 き取 りから知 り得た中で、現在では主に水道を用い、僅かな地下水で

醸造を続けている工場と、酒造会社が事務所などとして、旧来のまま使用

している場所のみ を図一4に プロットした。

つ ぎに、伏見酒造組合での聞き取 りから、現在で も地下水 を主体 とした

醸造を行っている工場を図一5に プロッ トした。

今まで研究されていなかった、地下水 と酒造業者の立地の関係について

の検討を、浅井戸利用時代の酒造工場立地 と、深井戸利用の現在の酒造工

場立地を比較することで進める。

まず、醸造に浅 く帯水 した地下水が利用されていた時代は、桃山丘陵で

酒養された浅層の地下水の影響が及ぶ範囲に限 り酒造会社が立地 した。

しか し、現在のように帯水層の利用が深部 に及ぶ ようにな り、市街地西

側の工業団地地域 に醸造場所 を移動 させていった。

立地の変化をもたらした要因に関しては、い くつか指摘できる。

まず、桃 山丘陵の開発による雨水 を起源 とする地下水酒養量の減少。

つ ぎに、酒類消費量の増加があげられる。浅層の地下水のみでは、利用
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可能な地下水量に限界があ り、需要に対応する地下水 を新たに深層に求め

る必要があった。そ して、大規模な生産ラインを整えた工場で、年中醸造

が行われるようになった。

そこに工業団地地域の土地区画整備事業があ り、移転が進行 した と考 え

られる。

また、付随する要因 として、伏見という醸造地 として名高い土地に立地

するネームバ リュー効果があげ られる。

(「1:10,000地 形図 」(国上 地 理 院.1997)に 加 筆)

図一4酒 造業者の立地(浅 井戸利用時代)
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(「1:10,000地 形 図 」(国上 地理 院.1997)に 加 筆 〉

図一5酒 造業者の立地(現 在、深井戸利用)

Vお わ りに

本研究では、冒頭 に記載 した発想 に従い、伏見の地下水の賦存と流動系

を確認 した。

その結果、伏見の地下水は、不圧 ・被圧 といった顕著な帯水層の区分は

なく、帯水層をなす地下水は小規模で多層構造のもとに存在するもので、

地域 としては、一つの地下水域を形成 し、一連の静水圧の分布状況を呈 し

ていること。

水頭圧は、以前 より降下 した ものと認められ、流動系はおおむね下向き

であって、顕著 な湧出域の存在 は認め られなかったことなどが明 らかと

なった。
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